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Executive Summary 

社会的背景 
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◆ドライバー不足と高齢化 
◆法令の厳罰化（労働時間） 
◆トラックの待機時間問題 

業界統一パレット輸送への共通課題 
◆積載率の低下を10％未満に抑える 
◆パレット製造コストを抑える 
◆着荷主から共同回収するスキームの構築 

家庭紙パレット共同利用研究会の発足（2018年6月） 

レンタルパレットデポ  メーカー工場  得意先 
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導入効果 

◆トラック積込み・荷卸し 
  時間の短縮（120分⇒15分） 
 
◆トラック待機問題の改善 
 
◆パレット管理の合理化 
 
◆利用トラックの拡大と 
        ドライバーの確保 

パレット輸送が 
急務 

課題の解決策としてレンタルパレット共同利用の仕組みを導入 
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